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１．研究計画の概要 
NPM（New Public Management）理論のも
と、行政への民間企業型経営手法の導入が我
が国でも進められている。その一つである
「指定管理者制度」が 2006 年度から本格的
に施行されたが、指定管理者による管理運営
の適切な評価基準が我が国では十分に議論
されているとは言えない現状にある。以上を
踏まえ、本研究では我が国における公共スポ
ーツ施設のベンチマーキング指標を確立す
るとともに、公共スポーツ施設の管理運営の
モニタリングシステムの確立、地理情報シス
テム（GIS）による分析結果も加味した公共
スポーツ施設の管理運営に関するベンチマ
ーキングサービスの実現を目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）全国公共スポーツ施設調査の実施 
指定管理者制度導入の有無、管理運営の実態
把握を目的としたアンケート調査を実施。対
象施設は「体育館」「陸上競技場」「多目的運
動広場」「トレーニング場」「庭球場」「プー
ル」「野球・ソフトボール場」「球技場」とし
た。財団法人日本体育施設協会との共同によ
り、同協会加盟施設に加え、WEB 検索等で
独自に調べた施設を追加することで調査台
帳を整えた。19年9月から20年1月末まで、
対象施設ごとに個別の ID とパスワードを送
付し、専用のWEBサイトでの回答を求めた。
全 19,021施設のうち、2,291施設から回答が
あり、回収率は 12.0％だった。 
指定管理者制度の導入状況については、全体
の 53.3％が直営施設、指定管理者制度導入施

設は 41.6％だった。ただし、総合体育館など
複数のスポーツ施設をもつ複合施設におい
ては、指定管理者制度導入施設の割合が直営
を上回る結果となった。 
経営に関するデータについても回答を得て
おり、最終年度では、GISによる分析結果を
加え、さらにベンチマーキング指標の精査に
取り組む計画である。 
また、得られた結果のうち、公表して差し支
えないと考えられるものについては、「公共
スポーツ施設全国マップ」としてWEB上に
公開する計画で、現時点では最終段階の準備
を行っているところである。 
（２）最新事例の現地調査 
本研究がめざすベンチマーキングシステム
の実用化が図られているイギリスに、19年 9
月から 1年間、研究代表者が現地滞在し、同
システムの運用において主導的な役割を果
たしているシェフィールド・ハーラム大学に
おいてフィールドワークを行った。 
また、これらのシステムを実際に使用した複
数の施設に対してインタビュー調査を行い、
利用者の視点から同システムに対する期待
や問題点などについての重要な知見を得る
とともに、システムの有効性を強く認識する
ことができた。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている 
当初は 20 年度でベンチマーキング指標の確
立を目指していたが、全国公共スポーツ施設
調査の集計が想定以上に時間がかかったこ
とが大きな要因である。 
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すでに集計は終了しており、最終年度で十分
に挽回は可能と考えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ベンチマーキングシステムの実用化をめざ
す。指標作成のためのデータはほぼ入手でき
ているので、残りのデータ収集を急ぐととも
に、実用化に向けた諸準備に取り掛かる計画
である。 
併せて、当初計画通り、指定管理者制度導入
に伴う各種インパクト測定を実施する計画
である。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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